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人
科
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喰
れ
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円
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一
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は
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く
に
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し
の
山
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ら
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つ
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n

徐
一
に
中
小
企
業
は
一
般
に
経
骨
資
源
に
乏
し
：
新
古
告
の
4
4
用
が
限
定
μ
ん
で
あ
る
こ
い
＼
第
に
中
小
企
業
で
は
救

ム
日
訓
糾
に
八
A
な
受
用
が
投
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、
第
一
一
に
長
業
門
は
り
雄
求
、
こ
く
に
新
規
正
十
一
者
の
雄
山
崎
半
が
、
従
業
h
H同
校
か
小
穴

く
な
る

ιし
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が
コ
て
品
〈
J
7
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て
い
る
、
一
と
て
あ
る
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川市

と
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川
市
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の
レ
門
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、
川
従
業
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つ
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山
牛
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し
な
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意
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伐
を
削
手
、

人
材
仔
成
の
機
会
い
志
士
れ
な
い
従
業
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闘
が
際
職
・
一
行
料
を
考
え
る
と
い
っ
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品
川
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小
企
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村
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知
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村
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司
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式
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ポ
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伐
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叩
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材
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形
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助
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制
庭
内
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支
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な
さ
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る
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ろ
で
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中
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来
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仕
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じ
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と
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訓
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に
か
け
る
い
一
と
が
に
き
る
費
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の
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八
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が
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ー
位
に
あ
が
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時
国
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も
日
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訓
練
を
一
七
つ
逗
日
機
引
に
い
い

日
ら
れ
る
し
ず
な
わ
ち
、
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右
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か
る
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川
の
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｝
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は
L
心
仁
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S
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負
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て
い
る
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教
育
訓
練
は
、
採
用
子
｛
記
者
・
求
識
者
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は
ど
に
刻
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う
る
も
の
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仁
訓
練
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と
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る
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日
油
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練
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こ
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向
け
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仏
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に
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る
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イ
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り
、
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の
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材
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が
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和
手
れ
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能
ハ
ケ
原
発
が
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、
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手
力

の
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る
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が
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許
C
失
業
裕
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や
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む
抗
予
刀
強
化
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つ
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が
る
ミ
ー
し
が
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待
さ
れ
て
い
る

v

ま

円一労的部一マハ’
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叩
北
川
村
機
悶
と
な
？
の
ノ
ツ
日
大
合
条
に
t
h
し
て
、
大
企
業
白
身
乞
強
化
す
る
だ
け
で
伝
く
、
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f
u
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や
荒
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の
日
立
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が
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極
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ソ
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ン
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事
業

一
で
一
日
夕

γJ二
〈
リ
ハ
）
七
年
訓
A
U
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よ
れ
ば
、
司

hq聞
に
活
用
、
こ
～
政
府
の
人
材
文
俊
施
策
は
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出
い
い
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出
’
多
い
も
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1

産
系
機
能
要
員
削
刷
出
叫
」
戸
口
‘

iuwバ
）
で
あ
h
、
中
小
企
業
訓
練
ゴ
〆
ソ
ー
シ
F

ム

品
川
県
が
高
い
政
府
の
人
科
支
援
泊
以
を
問
う
↓
試
問
で
も
、
「
外
同
人
人
々
制
戸
崎
L

（
阿
八
‘
一
対
）
と

り
ハ
業
桜
花
山
百
円
只
制
山
内
中
ー

・（｛ノ%）円
I

仁
位
に
あ
お
り
、
中
小
企
粂
川
線
ン
ノ
シ
ア
山
は
弟
阿
佐
で
お
る
（
ム
ウ
%
）
n

二

の
訓
告
結
呆
か
ら
r

J

孔
ば
、

中
小
企
業
川
線
汁
ン
ノ
ン
ア
ー
一
の
利
用
が
進
七
で
お
ム
ヲ
効
来
も
あ
ま
り
あ
ら
わ
、
札
て
い
白
い
で
「
ピ

出
わ
れ
司
令
し
を
の
野
山
と
し
て
は
、
コ
J

ノ
l
ン
マ
ム
の
殺
が
多
し
い
と
は
レ
え
な
い
こ
と
、
ず
べ
て
の
「
〆
ノ

l
シ
ア
ム
で
貨
の
品
い
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効
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な
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れ
て
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る
と
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こ
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ど
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号
、
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れ
る
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も
っ
と
も
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記
調
A
Y
一
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上
い
に
あ
が
ハ
介
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度

は
、
外
同
人
労
働
有
や
円
八
引
は
代
衿
批

th者
ヘ
一
件
以
長
機
布
市
μ
日以）

と
い
っ
十
」

ぺ
中
小
企
業
に
と
》
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「
使
い
勝
手
の
よ
い
」
労
骨
力
に
問

ず
る
す
人
出
向
円
闘
で
あ
る
。
三
む
こ
L

一か

別
記
誠
九
寸
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本
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楽
訓
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／
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消
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世
話
心
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韓
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／
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叶
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る
c

の
従
業
口
数
は

。
。
九
司
時
点
で
約

dcoo人
で
あ
る
〉
ご
の
人
数
に
は
海
外
法
人

E 
4、

」H
p;j 

L
G
C
N
 

寸
フ
シ
ダ
）
な
ど
計
心
、
千
会
社

一寸川阿）

の
従
業
H
H
M
J日
ま
れ
る
。
完
上
古
川
は
約
兆
一
ハ
ニ
億
円
で
あ
る
〉

L
G
C
N
S
什
の
ム

～
～
る
事
業
は
、
シ
ス
一
フ
山
統
合
管
述
、
ネ
ッ

T
ワ
i
ヶ
統
合
‘
構
築
、

i
r
ト
i
タ
凡
ア
ウ
ト
ソ
シ
〆
グ
、
ピ
ジ
小
ス
プ
ロ
セ
ス
ア

内
ト
ソ
i
シ
ン
グ
で
あ
る
。
中

R
e
北
京
の
均
鉄
駅
－
4
斗
一
～
刻
化
ン
ス
一
ア
ム
の
明
会
や
、
ア
メ
リ
カ
・

7

ス
ベ
ガ
ス
の
映
像
シ
ヲ
シ

ス
テ
日
俳
売
店
ど
も
行
っ
と
レ
る
乙

欧
州

（！メ人民半、 Gi ＇ス＂ji 707 '20i() ~＇ 



2 

－山川
J

合γ
り
た
訓
練
つ
ン
ソ
ー
ン
ア
ム
実
施
の
背
一
（
一
小
、
と
ね
！
コ
レ

叫究ノ I-

L
G
C
N
－H
U
にい
b

けいる
J
l

小
へ
と
糸
川
州
紘
一
J

J

ソ
ン
ア
ス
品
、

L
G
仁
刊
百
社
む
つ
ト
ト
’
z

へ1
丘
一
五
ヘ
渇
力
九
百
社
」
一

r詩
人
口
五
と

に
い
日
は
同
義
で
あ
る
）

の
従
業
円
以
や
採
用
4
J
P

心
者
に
対
ー
〆
て
、

i
T
救
育
訓
練
を
行
う
ご
乙
に
よ
h
専
門
的
な
i
T
詑
力
を
f

生
成
し
よ
う

と
い
苧
つ
も
り
で
あ
る
。

パ
ー
ト
サ
舟
条
は
廿
京
本
的
に
中
小
企
来
で
あ
り
、
古
川
い
専
門
性
を
有
す
る
者
を
司
一
ら
採
附
「
る
こ
と
は
民
地
で
ふ
め
る
u

円
本
、
、
日

係、
7

め
司
令
レ
は
そ
れ
以
ニ
に
、
降
五
で
は
求
戦
者
の
｛
人
作
業
士
勺
叫
が
み
ら
れ
る

η

巾
小
企
業
に
対
す
る
前
述
C

一。へ
J

七
年
訓
査
は
、

と
く
に
専
門
以
や
校
術
職
の
求
職
者
い
が
中
小
企
楽
で
の
勤
務
ケ
一
避
け
よ
う
と
す
る
芯
識
が
、

中
小
仕
業
心
人
材
確
保
の
妨
げ

ι
な
九
二
三

い
る
と
、
少
な
か
ら
ず
の
中
小
企
業
が
考
え
て
い
る
三
と
を
一
ボ
［
て
い

中
小
企
業
は
町
古
I

者一一
J
性
向
山
ず
る
こ
と
も
雑
し
い
が
、
日
野
γ

十
一
者
は
慨
し

J

大
学
な
ど
に
お
い
て
実
務
て
迂
瓜
ず
る
教
育
乞
交
け
て
い
は
い
い
よ
か
ら
、
ハ
以
に
新
ー
ん
l

者
を
完
治
で
き
た
と
し
て
4
0
企

世

7n
て
敦
守
す
る
必
泌
が
あ
ッ
に

v

し
か
し
パ
i
ト
ブ
i
企
業
て
は
、
こ
う
し
た
教

T
を
、
と
〈
二
体
系
的
に
行
う
よ
う
ん
仇
ド
ヰ
殺
が
桔
依

さ
れ
て
い
な
か
勺
た
し
、
ま
こ
そ
れ
ど
刊
初
旬
で
き
る
状
態
で
も
k
m
J
勺
た
代

他
方
、

パ
ー
ト
テ

v
h業
と
以
引
関
係
に
あ
る
L
G
C
M刊

－
こ
っ
J
L
、
パ
ー
ト
ナ
y

！全日
f
の
従
（
苛
聞
の
山
、
円
…
ゃ
ん
が
向
l
ず
れ

ば
パ
ー
ト
J

J

作一〆
4
3
ぞ
o
h
り
良
貨
の
サ
ー
ビ
ス
や
初
宇
一
悦
供
・
山
城
山
一
ず
る
こ
こ
が
期
待
で
き
る
ミ
と
か
ら
、

L
G
C
Y
 

ご
ノ
丹

、
O
R

留
に
は
悶
包
い
が
あ
る
。

I
G
C
N
S寸
ー
は
中
小
企
業
訓
練
コ
〆
ソ
y

シ
ア
ム
を
通
じ
、
パ
v

ト
テ
ー
伏
朱
の
従
業
員
の
専
門
教
育
を
j

F

つ
ノ
』
」
／
｝

f
い
旧
J

仲つ

J
1
1

い
わ
F
る
さ
ニ
話
回
二
、
ず
な
ね
る
パ
下
ト
ト
1

企
業
を
成
長
さ
を
可
尚
に
L
G
C
N
日
作
幻
さ
り
な
る
へ
正
反
を
ね

け
つ
つ
一
に
い
司
令
n

L
G
U
N
H社
が
、
パ
i
ト
サ
1
合
条
の
従
来
員
に
刻
し
っ
、
専
門
救
育
歩
行
う
メ
リ
ァ
ト
と
し
て
、
長
山
吉
川
叩
杭
口
、
に

u
っ
た

H
H
性

為
る
教
J

行体一官。一引が

F
Fん一れでもピるい」と、

L
G
C
X
S
杜
の
石
川
H
Kら
ひ
に
阿
佐
発
の
方
法
乞
ぷ
校
で
さ
る
こ
と
、

I
G
C
N
S
M引
内
部
の

日記 I、法学） "" :1 272) 7時［2川什日、



教
J

日
イ
ノ
ァ
ラ
を
応
極
的
に
活
以
さ
き
る
ミ
と
、

ー
シ
ソ
ー
ン
ア
ム
に
参
古
川
、
〆
千
人
パ

i
ト
ナ
マ
ふ
…
求
、
r
の
へ
は
業
柑
で
の
一
連
携
の
実
効
性

が
開
問
符
で
き
る
f
と
な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
る

ハ。

教
育
心
特
彼

L
心、し
N

H
引
に
お
日
る
中
小
企
業
訓
続
ケ
ン
ソ

i
ン
マ
ム
は
、
ん
め
長
治
な
教
庁
体
系
こ
教
庁
調
件
相
n
c
r九
供
、
ぺ
も
最
内
刊
の
教
育

J

何人減、

ソ
リ

λ
l
シ
ョ
ン
、
口
出
回
収
品
川
な
救
ι
H
J
i
〆
ブ
一
一
ノ
に
、
重
点
か
お
レ
ご
レ
る

U

ン T ＇、

小は百数
J

行
体
系
や
技
育
訓
坪
程
は
、

I
I
市
場
の
－
！
？
人
古
い
者
v

虐

l
、
L
G
L
X
S
社
の
お
仕
を
反
映
す
る
よ
う
に
楠
成
さ
れ
t
い
る
し

L
G
仁
γ
円
、
一
社
の

心
ノ
内
ハ
ウ
に
加
え
て
、

パ
！
、
ブ
！
仕
業
の
従
業
円
以
に
f
F
4
F
る
ア
／

L
7
1

品
先
や
Mthvl
苔

そ
の
際

幹1~i:：こおける中小合；；；； o）土めの人材育設コンノ

、u
f
ン
タ
ピ
コ

1
調
査
を
実
υ
品
寸
ノ
サ
」
と
L

よ
り
、
き
、
h
H
M
る
二

l
ズ
の
担
保
に
知
力
め
、
見
前
し
を
は
か
コ
て
い
る
）
ー
ア
ラ

1
ニ
ン

ゲ
を
中
心
と
し
た
投
今
日

i
v
v
w
ッ
ブ
が
不
き
れ
、
必
修
教
育
に
加
え
、
制
人
心
従
業
貝
の
ね
判
い
わ

FJ慮
し
て
制
人
別
料
用
刊
：
別
に
カ

ス
タ
マ
ィ
ズ
し
土
孜
ム
け
が
」
、
提
供
し
て
い
る
勺
宇
治
管
均
も
個
人
別
同
な
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
は
あ
｝
門
市
上
の
孜
台
、
ノ
り

ι
i
ン
ョ
ン

の～紅
4
tャ

A
Uハと
L
じ
〔
可
一
呂
ぶ
い
い
」
ン
タ
y

！
は
イ
〆
々

i

ネ
ァ
ト
で
結
ば
れ
、

に
」
わ
ノ
、
可
人
践
と
な
っ
て
い
る

ν

川

i
ト
ナ

プ
J
i
J

フ

J

1

J

 

指
導
が
行
わ
れ
る
c
安
正
晴

hv
認
也
、
試
験
の
期
百
九
悶

rる
怖
杭
な
l
r
j
d
定
L

j

d

i

ル
ヤ
古
川
A
5
で
奈
川
さ
れ
ゐ
し
こ

の
情
報
は
別
途
、
パ
卜
＋
？
ん
わ
去
の
設
内
け
担
当
者
に
イ
／
タ
ー
ゑ
ノ
ト
永
介
し
て
提
供
、
し
れ
る
、
殺
ぢ
初
当
者
は
、
川
寓
ん
わ
五
五

の
従
業
U
れ
の
教
育
訓
練
の
進
芝
、
4r凡
い
相
な
y
心
状
況
を
、

ゴノエ
F

ケ
1
J
V
H
Mベト
J
ムゴ一
ζ

が
川
悼
す
で
あ
る
ο
h
一
心
よ
え
に
教
官
情
報
、
ン
ス

ァ
ー
が
む
備
さ
れ
て
い
る
口

瓜
引
の
教
育
知
市
織
は

経
験
・
述
A

端
正
ぜ
ぷ
ね
備
え
た
相
方
講
師
L
V
一
中
心
に
構
成
さ
れ
る
。
講
師
ば
約
ハ
ロ
名
で
「
、
の
一
ぷ
出
川
小
ト
h
f
L

心
仁

い
丹
、
）
祉
の
庁
社
員
で
た
る
＝
以
一
教
育
J

J

ブ
ソ
と

L
C
は
、
中
小
仕
業
訓
練
コ
J

ソ
l
シ
ノ
ム
専
用
の
救
宵
ぃ
γ

〆
タ

l

T
J
ト
i

ト
j
T
J

ノ

v
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教
J

円
七
ノ
タ

i
）一一小

L
G
パ
戸
ス
ピ
ル
ピ
次
号
さ
れ
て
い
る
、
パ
v

ト
ナ
救
台
セ
ン
タ
y

は
、
講
義
吉
：
唱
、
石
川
」
講
義
宗
一
点
な

叫究ノ I-

ム
（
｛
名
以
L
L
古
川
叫
が
で
き
品
。
冷
暖
房
伝
子
巴
慨
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
ベ

ど
か
ら
な
り

マ
わ
ノ
ト
ワ
ケ
シ
ス
フ
山
中

モ
ニ
タ
ソ
ン
グ
J

ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
る
、
な
お
、

上
心
（
M
A
S
当
の
従
業
ド
バ
一
川
け
の
敦
討
施
設
戸

L
G
C
N
5
款
育
七
ン

々

は
別

η
場

J

昨
（
上
告

I
I
セ
ン
タ
）
に
設
問
さ
れ
γ
い
る

U

4 

数
行
司
外
科
と
実
績

L
G
C
U
J
、
町
村
に
万
げ
る
教
官
議
科
は
、

パ
1
1内

L
J
I
企
業
へ
の
採
川
子
山
有

Jr対
象
と
［
た
養
成
訓
練
と
、

' 
ナ

刊〉
不ミ
O) 

従
業
口
に
し
F4
し
て
J

行
わ
れ
る
向
三
訓
練
か
ら
成
る
〔
川
h

r

前
科
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
能
川
に
応
じ
て

（
初
級
者
実
務
者

i
T

専
門
家

必
一
時
救
九
つ
り
料
、
り
的
一
一
存
が
！
ぺ
止
め
ら
れ
て
い
る

v

初
級
tdに
バ
じ
て
は

l
γ
能
々
一
山
、
在
成
に
と
く
に
刀
が
人
れ
ら
わ
る
が

百
店
「
叫
し
か
注
む
に
つ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
能
力
店
ビ
ジ
ネ
ス
前
t
け
を
設
以
「
る
た
め
の
敦
吉
山
山
科
の
比
正
午
が
し
局
く
日
午
つ
て
い
る

v

茶
成
民
一
線
は

オ
了
フ

f
ン
で
行
わ
れ
る
勺
台
以
壬
一
何
一
紙
一
り
期
間
は
二
う
月
と
お
る
。
長
成
五
恨
の
ハ
又
1
千
戸
地
同

ハ
i
ト
ア

i
全
窓
口
－

採

uu予
定
者
で
あ
る
が
、
一
子
れ
ら
の
者
は
一
々
月
間
放
古
七
〆
夕
干
に
通
コ

ゃ
だ
ゴ
ュ
ゼ
バ
又
け
る
こ
と
に
な
る
に

v
d
程
は

h
b
dゴ
℃
〕
k
J
A
F
J
J）

一中表
Af
世
間

わ
れ
わ
れ
げ
ト
パ
ト
テ
ー
教
ム
円
七
、
f

h

？
に
一
一
問
、
ど
際
、
こ
の
1
A
1パ
の
ど
へ
つ
14附芸〈

の
み
で
あ
る

悦
去
を
凶
パ
学
さ
止
で
い
た
だ
い
た

J

交
講
者
心
大
υ

は
専
門
大
子

（
短
山
明
大

21
や
人
字
仕
こ
で
1
1
9
T
J山
川
次
し
て

L
た
茜
て
あ
る

江
お
、
大
前
者
幻
割
合
は
一
割
引
収
交

t
幻、

τ）
で
あ
っ
た
。

一f
〉
科
目
性
皮
の
少
九
数
ケ
ラ
ス
で
あ
り
熱
心
な
受
講
慾
交
と
あ
れ
せ
、

木
の
い

l
ス
ク
ル
一
り
崎
町
義
刷
｛
弘
同
に
泣
い
印
象
を
受
日
に
。

ま
ん
一
教
材
や
読
み
。
／
リ
／
ト
か
ら
も

体
系
的
で
密
伎
の
設
い
九
び
で
あ

ヲ作ご）〆｝小、つ九一
ω

が
、
え
ア
n

ゐ
方
、
何
十
訓
練
ぽ
J
A
Y

ラ
J

ンう
L
j
ン
ソ
メ
J

J

寸
乞
併
用
し
て
行
わ
れ
る
。
山
工
訓
練
の
受
講
者
は
在
騎
有
で
糸
る
こ
と
hv
ら
、
業
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オ
一
ノ
フ
イ
／
で
の
訓
練
は
摂
期
制
（

j
↓
ヨ
一
で
あ
る

f

民
い
間
同
州
事
一
必
安
と
L
d
J

る
訓
叫
に
つ
い

緩
い
う
え
る
支
陪
を
考
慮
、
〕
亡
、

（ま

不
ン
ラ
イ
シ
ー
シ
ワ
／
ソ
を
間
交

L
て
刈
応
L
て
い
る
υ

オ
ン
ラ
イ
ン
北
程
数
は

コ
ド
り
廿
ト
、
己
一
一
〉
L
、

6
1
5
p
f
Lイオ

ん
ノ
月
あ
た
り
お
よ
品
、
八
）

は
ん
し
つ
に
三
こ
ま
る

ー
や
＼
今
後
十
八
昭
一
に
凶
一
や
す
子
山
止
で
あ
G
J

マ
シ
プ
イ
ン
間
程
は
、

時
間
の
M
J
び
で
あ
る
と
、
う
こ
こ
で
あ
っ
た

U

オ
ン
ラ
イ
〆
諜
担

ン T ＇、幹1~i:：こおける中小合；；；； o）土めの人材育設コンノ

手荒

美氏二1た;p I 

J<Jt討結1

/,., --r 
口 長l

京， L心仁 :'1s仕凶ノl、f、主：ヨ締寸／ソーシγム20C8半l長官オ；：；

j支持任、人数凶'!71副（科＇＂
F子

｜ペ

11. ""7人

l,出5人

:1 e三日工人

フ阿

c:l ]c口 1

s: I''' 

ゴ子フ y f〆

rフ P イノ｜ょ1c混在

イ「 J ' Jノ l

お，n王

1 ＇坪程

7；単行

、
議
場
〔
パ

i
ト
ナ
企
業
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ

ば、

ι又一じ）－
4
有心－
d
fし
て
一
七
わ
れ
る
も
｝
／
）
J

恥どめる
ζ

の
こ
と
で
占
め
る

U

17.222人

千
官
民
山
品
川
線
・
同
訓
練
の
支
一
一
託
べ
人
数
は
、

。
。
一
八
汗
皮
は
約
七
C
C
C人
で
7

めっ
h

J

G

H
」

ド
）
ヘ

L作
t

併
比
五
結
と
は
ほ
川
川
じ
て
ゐ
る
、
ん
、

勾
し
1
9
J九

十
A
f
l
u

。
。
九

pq肢
は
不
川
件
以
タ
喝
さ
品
川
町
し
て
、
約

c
c
o人
科
度
に
な
る
け
川
通
L
で
あ
る
こ
わ
し
ん
は
長
成
訓
料
を
半
減
「
る
も
の
で
ふ
め
い
り
、

向
同
一
前
線

r

つ
い

J

は
む
し
ろ
受
講
者
を
増
加
さ
せ
る
け
見
込
3

内
で
み
る
ン

－0
0
八
年
版
に
は
、

L
心
仁
N
S糾
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ

t
い
れ
と
コ
／
ソ
i
シ
ア
ム
協
定
乞
約

上
［
〆
？
」

c

cホマ
f
J
V
J

円
出

p
f
m
し
た
の
は
じ
八
zド
で
あ
る

J

と
お
、
原
則
2
し
て
J

ン
ソ
！
ン
ア

ム
協
心
の
一
稀
U
沿
い
デ
ー
お
に
匂
わ
れ
る
日
＼

業
務
上
の
必
要
か
ら
売
L

救
行
刈
波
町
行
い
、
事
絞
的
に
コ
／

J

マ
ー
ン
ア
ム
協

u
t
称
給
す
る
と
い
弐
刈
も
あ
る
に
い
う

ν

L
G
（刊一
5
社
こ
の
J

／
ノ
？
シ
ア
ム
注
調
心
は
、

L
G
C
刊
行
心
パ
ー
ト
す
合
？
J
ど
め
れ
ば

r
：

に
条
件
な
く
品
料
品
で
き
心
。

L
G
C
N

の
パ
ト
ナ
企
業
以
外
こ
山
川
、

－
G
C
N
S
M川は荷叫川公

て
い
な
い
。

J

J

ノ
l
シ
ア
ム
協
定
－
U
竹
内
H

は、

教
ム
門
川
療
に
認
す
J

る
軒
慣
の
を
ノ
ト
山
μ人約、／）

九

λ
2」
と
ト
υ
で
き
3
Q

i！メ人民半、 Gi ：ス＂三＇ 711 '20:0 ~. 



c 、

川
ー
ト
ナ
i
h
N
宋
！
と
教
育
訓
椋
受
講
者
の
労
働
関
係

叫究ノ I-

L
G
C
N
－H
U
にい
b

い
て
教
育
訓
林
を
受
け
る
受
講
有
乙
L
G
C
N

労
働
関
係
は
宇
わ
い
な
い
。

の
司
に

ま
た
L
G
仁

N
S

祉
は
こ
れ
J
R

又
講
話
の
労
恨
条
行
に
つ
い
て
悶
ラ
ず
る
ー
ν
山
仰
に
仕
い
ο

教
育
訓
練
一
三
論
者
は
、
パ
ー
ト
↓
；
企
業
の
従
業
円
以
＆
し
く
は

fr川
市
子
走
者
で
あ
れ
、
救
古
訓
糾
受
講
苦
心
労
鶴
湾
係
は
、
パ
i
ト
づ
企
業
こ
の
河
川
除
で
の
♂
吋
問
説
乙
な
｝
白
。

長
成
訓
練
の
一
九
ス
講
者
は
派
別
子
記
者
に
r

J

さ
な
い
の
で
、
べ

l
！
？
i
企
業
ζ

の
向
C
も
労
縦
波
刊
紙
は
バ
ー
じ
て
い
な
い
。
し
ん
J

が
J

亡
、
養
成
川
線
問
問
ト4

中
、
バ
ー
ナ
ー
企
業
か
ら
流
用
予
定
者
に
賃
令
は
支
払
わ
れ
な
い

f

中
小
品
作
業
訓
練
1

〆
ノ

l
シ
ア
ム
の

菜
成
訓
仙
抑
は
、
訓
練
受
読
者
か
職
業
能
力
を
身
に
つ
日
円
討
に
深
川
予
む
の
仕
立
ペ
で
羽
業
で
き
る
こ
と
を
日
し
て
万
わ
り

ニの

HTL
は

ι作J
者
ハ
」
判
滑
な
就
職
た
業
併
前
に
つ
な
が
η

M
門
（
労
働
部
）
か
ら
月
額
約

臼
と

L
て
も
メ
リ
ヅ
、

「
J

！
万
円
？
ン

「
約
一
万

f
C
O
ご
戸
い
）
が
～
43
料

T
レ
ー
と
し
て
支
仇
一
刊
さ
れ
る

J

こ
の
二
口
万
ウ
ォ
ン
と
い
う
恋
は
、

最
低
賃
金

（
時
給
町

、
ノ
～
ノ
方

f

、Y

ン

。
円
）

心灼一

μ
0時
間
分
に
相
ψ
J
f
J
る
υ

茶
成
出
絞
の
受
日
間
怖
が
、
了
八
校
、
受
講
者
は
採
用
予
定
企
業
二
採
川
市
さ
れ
る
代

L
G
仁

N
s
t（U
J

／
2
ノ

l
シ
ア
ム
に
問
し
て
い
え
ば
、

ほ
ぼ
全
れ
が
採
用
子
定
位
業
に
附
怖
い
町
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
、
、
「
か
に
ー
ム
ゴ

k
m自
が
一
山
る
場
含
に
は
、

、l
t

ト
ト
i

ノ

て

企
業
は
採
円
工
ヂ
ぶ
怖
い
こ
と
も
吋
能
で
あ
る
汁
小
ヘ
ペ
尖
訓
jW
コ
ン
、
f
t
ン
y
ム
ん
体
で
入
れ
や
は
、
将
円
也
監
は
約
仁
川
%
と
レ
｝
つ
こ
と

と
あ
る
υ

こ
う
し
七
事
例
に
お
い
て
は
、

相
川
渋
や
背
情
が
労
相
りJ

却
に
ん
ロ
吋
一

γ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
こ
と
あ
っ
た
〉

向
L
L
訓
綜
を
設
に
受
け
さ
さ
る
か
は
パ
ー
ト
ナ
、
へ
1
W末
hlv
決
め
る
こ
と
で
あ
り
1
心
C
N
S吐
は
悶
片
J
U
な
い
が
、

昇
造
前
｛
亡
父
一
掃
六

5
Q肘

m
uあ
る
ζ

い
い
つ
、
｝
／
一
で
あ
っ
た
。
ま
ん
一
貫
ワ
に
反
映
予
わ
る
工
こ
も
あ
る
と
い
う
了
〈
で
d

め
っ
た
。
も
ち
ろ

ん、

1
心
（
N
%
引
は
あ
く
ま
で
？
弘
毅
肯
訓
糾
和
行
う

υ
場
に
為
り
、
当
該
従
業
員
の
4
H
h
M
や
教
育
川
擦
の
！
定
成
伎
に
つ
き
評
慨
を

行
三
て
も
、
号
、
れ
を
ど
の
よ
う

ι中」
ydr此
来
員
の
人
事
井
准
一
や
賞
一
寸
に
反
映
予
ル
じ
る
か
は
、
力
什
パ
l

ト
L
J
l
企
業
の
向
山
浩
で
あ
る
し

日記 I、江主l前：127tiJ ?;2 [2川什日、



教
古
訓
練
で
待
つ
れ
る
ス
キ
ル
心
仁
｛
八
割
は
汎
府
内
の
あ
る
I
I
ス
キ
ル
で
あ
り

ー
ム
一
部
は
L
G
じ
河
内
ろ
社
い
れ
p
s
h

な
ス
キ

か
っ

L
G
C
N
Q）
は
は
1
1
7
1
F
ィ
／
グ
カ
ン
パ
二
ー
に
あ
る
こ
ζ

か
ら
、

L
心
仁
N
S
社
コ
／
J

3

シ
ザ
ム
で
数
百
訓
続

を
受
け
れ
ば
、
的
の
企
業
で
d
J
J
店
い
い
川
ず
る
ぐ
の
、
一
こ

fhvo」
み
の
に
旬
、
向
l
課
程
主
受
講
L
ス
キ
パ
マ
ヴ
フ
し
ん
一
討
の
転
戦
へ
引

政
さ
）
）
弘
、
机
ロ
ヱ
也
に
丸
ら
れ
る
こ
い
ぶ
こ
と
で
あ
る
n

も
っ
こ
も
こ
れ
は
べ

f
ト

i
企
業
の
人
事
官
立
の
向
通
で
為
り
、

工
心

C
N

S
N
mが
規
制
で
き
る
問
題
で
は
な
い
n

ま
た
、

コ
ン
ノ
i
～
J

ア
ム
て
高
い
詑
b
f有
す
る
受
講
者
乙
殺
す
ゐ
司
能
性
は
ん
い
ー
な
め
る
わ

刊
で
あ
る
が
、

L
G
〔

N
S
社
に
引
き
決
く
こ
し
し
は
し
と
い
司
な
し
と
い
二
つ
こ
と
で

I
U
じ
X
S
引
2
1
て
は
そ
の

ン T ＇、

h
J

｝

一

｝

叫
ム
ι

r

I

h

J

山

幹1~i:：こおける中小合；；；； o）土めの人材育設コンノ

四

L
h
円、わ

hr
に

中
小
全
長
九
九
叫
け
り
る
人
λ

司
、
り
ほ
日
体
育
一
比
古
め
ぐ
る
決
次
は
、

［
AiJο
斡
凶
も
似
た
状
況
に
あ
る

v

ァ〆

特
凹
の
中
小
中

業
＝
州
制
コ
／
，
ノ
i
、
ン
ア
ム
事
実
！
は
施
哉
の
－

M
川
と
い
て
駅
八
比
深
い
じ

ヨ
本
に
む
い
て
M
M
1
1
ノ
・
カ
ー
ド
制
度
が
↓
（
ハ
ハ
）
八
ギ
か
ら
鉛
ま
つ
よ
7

h

v

h

れ
は
一
ノ
リ
マ
t
U
〆
な
と
の
職
業
能
力
茂
投
機
会
い
也

主
れ
伝
い
若
斗

i

宍
乞
対
象
に
就
職
活
助
や
キ
ャ
リ
ア
υ
日
成
を
J
A

援
す
る
も
の
と
あ
る
が
、

J

八
人
ム
ベ
の
人
付
録
保
‘
ム
H
成
に
も
役
げ
コ

L、

訓
練
は
さ
企
業
で
ノ
イ
い
わ
れ
る
w

乙
か
っ
、
与
余
業
の
一
了
ス
に
合
致
し
て
人
材
の
有
ぷ
・
依
保
が
が
セ
誌
で
あ
れ
、
ミ
ャ
リ
ア

形
成
促
滋
助
一
点
会
を
受
給
計
ノ
る
こ
乙
立
訓
練
に
泣
す
る
費
目
は
軽
減
さ
れ
る
ハ
ま
た
訓
純
計
苅
の
策
会
ー
訓
練
を
実
施
「
ノ
る
こ
こ
を
通

じ
て
体
企
業
の
人
材
育
成
・
研
修
体
制
を
構
築
「
司
令
こ
ζ

が
で
き
、
札
限
条
心
P
R
に
も
日
る
。
そ
の
は
ひ
に
も
、
中
小
企
業
本
盤
人
材

碓
札
件
前
山
成
金
や
中
小
企
業
一
房
一
川
剣
山
I

等
詑
力
開
川
抗
措
泌
氏
令
に
よ
る
支
接
の
ほ
か
、

経
ャ
一
山
者
協
会
や
副
会
七
日
川
、

地
方
公
rk
ハ
同
咋
な
ど

げ
か
、
畑
料
も
し
く
は
れ
費
用
で
七
ミ
ナ
ー
や
研
L

険
会
乞
昨
濯
し
ご
し
い
る
ー

（！メ人民半、 Gi ＇ス＇＂＇ 7L3 '20i() ~＇ 



こ
の
「
ざ
い
す
で
に
一
定
の
い
地
位
同
格
者
が
凶
、
つ
れ
て
い
る
と
ミ
ろ
で
め
る
が
、
時
凶
い
お
け
る
山
川
J
4
4
宋
訓
練
コ
ン
ノ
ー
ン
F

ム

叫究ノ I-

事
業
は
、

ト
ド
本
に
お
け
る
施
策
の
一
っ
と

L
て
、
そ
の
町
4
T
性
を
検

A
Fる
に
値
ず
る
一

τ一
片
山
忠
h
u

れ
る
。

石
本
は
せ
同
川
休
述
〈
い
ん
武
力
中
小
企
ド
を
吋
象
に
二
心
＼
U
hパ
年
に
行
っ
た
一
ン
ケ
7

卜
説
託
に
よ
し
れ
、
収
、

ー、J

ア
ニ
了
心
九
こ
引
吋
〆

f
、

ノ
J
i
i↑
！
日

l
F
1

】

者
一
小
川
止
や
同
間
不
い
ん
に
M
m
b中
小
企
業
が
多
け
な
か
、

校
判
や
川
引
宮
苦
力
品
会
内
J

一
七
つ
ず
い
タ
G
焔
策
は
桁
勺
程
位
有
効
で
ゐ
り
、
ほ
か
で

山引業
a

教
育
訓
株
な
ど
能
力
持
八
九
に
対
一
G
J

る
中
久
間
土
が
高
い
が
、
内
一
wu
や
カ
リ

キ
ゴ
プ
ム
が
仕
業
二

I
ス
と
マ
ソ
イ
ナ
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
お
い
怖
も
z
め
る
こ
と
が
、
分
析
結
果
、
ζ

し
ご
不
さ
ー
れ
と
い
る
c

弾
一
判
に
お
け

〉
志
伝
記
司
亡
一
ゾ
J
I
J
～
立
た
と
J
V
」
二
、
J

d
L
／寸々
？円山
U

U

よb
l
i

－－

h
r
一
式
が
門
門
い
こ
ζ

、

る
中
小
令
業
訓
練
コ
〆
ノ

l
シ
ゾ
ム
は
、
中
小
企
業
に
対
ヲ
る
向
授
の
財
政
支
援
で
は
ぷ
w

も
の
の
、
中
小
へ
け
業
の
従
業
只
ら
に
汁
し

て
血
前
日
の

良
質
な
救
f7訓
UW
イ
ン
ブ
ブ

pf引い
A
J

る
訓
練
核
問
に
よ
る

教
ι
ヴ
訳
蛸
仰
を
提
供
オ
ノ
る
仕
矧
人
に
な
っ
て
い
る

＼

l
i
 

tCLχ 

凶
…
）
へ
さ
ら
に
、

L
G
C
N
5
祉
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
丸
ワ
て
は
、
従
業
良
心
業
務
に
支
障
「
一
子
J
X

八
な
い
よ
う
配
慮
き
れ
た
北
程
が

設
け
つ
れ

二日

bu
＝一4h
f
h
r
J
陪
）
、

l
b
仁
N
S
Nと
の
取
引
同
日
仏
に
お
い
て
必
安
と
な
る
上
心
仁
γ
円
、
一
糾
い
の
口
引
去
や
閲
れ
也
専
訟
が
F
h
h

授

さ
れ
る
ほ
か

。パ
i
ト
ァ
l
計
業
到
の
一
、

I
I
I

－
ズ
も
同
町
j
J～
↑
一
教
育
説
在
日
か
提
供
手
れ
て
い
る

二百山内一一一
i
中古タ陪一。

川川注

一
般
的
な
抗
日
性
の
占
め
る
教
育
訓
株
主
一
室
長
で
日
あ
る
が
、

L
心
〔
可
一
日
山
れ
の
J

、J
1
1
ン
ア
ム
に
お
い
て
は
、
そ
、
れ
い
川
、
え
て
［
じ

C
N
S
？
に
特
右
な
ス
キ
ル
ル
」
修
得
ト
ゆ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
パ
ト
ナ

に
と
っ
て
ま
さ
に
必
要
な
内
容
の
能
刀
閲
覧
。

古
訓
紘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
み
る
こ
y
、
が
む
き
ょ
う
っ

d
i
小
企
立
五
刊
州
統
コ
ン
ノ
シ
ア
ム
は
こ
の
よ
う
に
、
日
本
へ
の
泊
尽
と
い
う
口
で
山
一
門
市
で
き
る
反
割
、
と
と
に
L
G
C
N
S
什
の
コ

／ノ
l
シ
γ

ム
の
よ
う
に
、
大
企
業
が
訓
練
阪
湾
ζ

さ
ω
コ
／
ソ

i
シ
ア
ム
に
つ
川
て
は
疑
問
も
あ
る

U

そ
れ
は
、
肘
政
主
国
首
か
訓
練

料
判
門
川
に
対
し
て
な
さ
孔
る
こ
〆
｝
ゃ
あ
る

U

訓
練
際
司
却
は
政
官
ィ
ご
，
↓
ブ
を
構
築
・
受
備
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
必
民

ヘう叫施設

5
1
h

滞
貨
は
対
攻
支
援

ιよ
打

ム
人
命
半
世
な
い
こ
の
訓
練
機
関
が
ょ
っ
J

認
を

ど
の
ん
判
屈
で
充
足
さ
れ
る
c

、
一
れ
は
一
い
い

必
円
吉
J

日記 I、江主＇ (ii) :1 278J ?;4 [2川什日、



11
日
て
ぬ
五
日
吉
拡
充
で
き
る
こ
と
に
な
る
じ
さ
ら
に
、

L
心
仁
河
S
Jペ
ー
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
限
ハ
ん
、
以
て
投
ι
H訓
練
吉
行
ワ
て
い
る
が
、

与
の
よ
う
な
場
合
で
あ
う
て
も
財
政
支
援
を
一
三
け
る
三
こ
が
で
き
る
大
学
そ
の
他
公
的
機
関
が
実
施
す
る
ー
シ
ノ
ヲ
ン
ア
ム
で
ゐ
れ

日

ω

は
さ
ま
ざ
主
な
中
小
企
業
が
利
川
い
市
川
山
花
と
あ
る
が
、

1
じ
仁
河
町
代
の
コ
ン
ノ
ー
シ
ア
ム
で
は
パ
ー
ト
1
7
7

企
業
の
利
凶
に
限

γ
れ
て

寸ひ、ノ、
l
i
 
そ
し
て
パ

f
ナ
i
企
業
け
従
業
員
に
対
す
る
政
官
訓
純
の
成
果
は
パ
ー
ト
J
j
i
企
業
の
烹
耐
性
M
l仁
、
ひ

ρ
て
は
工
心
C
N

G
J
l
i

コ
リ
二
月
二
つ
よ
同
二
ヨ
J3
コ
4

ど
の
る
u

r
、

に

に

4
戸
i

乙
｝
l

J

γ

リマ
J

J

r

k

に
】

d

大
企
業
の
た
め
の
民
政
支
援
に
も
な
れ
山
ね
な
い
。

つ
ま
れ

克
仁
川
に
－
A

っ
て

ω

も
っ
1

ど
も
、
「
れ
に
対
し
て
は
、

J
P

仇ハ
V

レ
門
一
を
指
摘
し
ご
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
c

ま
す

川
羽
山
叫
支
援
す
受
け
る
と
い

J
E
J
U
子
、
れ
で

ン T ＇、

「
一
ン
ゾ
1
〉

y
ム
宇
業
に
更
さ
G
安
市
が
ず
ぺ
」
カ
バ
ー
さ
れ
亡
し
い
る
わ
け
て
は
な
い
山
J

で
免
る
に
完
除
、

L
G
C
X
S社
J
h
十
巾
！
の

ヘ
前
述
二
参
照
山
）

少
な
か
ら
ず
心
従
業
員
乞
つ
ン
ソ

l
、
ン
ア
ム
事
業
に
烈
置
し
て
い
る

前
述
＝
一
3
志
ノ
陪
、
ー
科

負
担
し
と
し
て
い
る
し

幹1~i:：こおける中小合；；；； o）土めの人材育設コンノ

師
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